
※助成：一般社団法人地域創造

※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

本日はご来場いただき、まことにありがとうございます。
当公演では、全てのお客様に気持ちよく安心して神楽を鑑賞していただくため、
下記のルールを設けています。ご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
（１）会場内での飲食は禁止とさせていただきます。
（２）上演中の立ち歩きや大声での私語など他のお客様のご迷惑になる行為はご遠慮下さい。
（３）お子様連れの方は、お子様が舞台の前に出られると、演出等で危険な場合がございます。　　 
　　  着席での鑑賞をお願いします。
（４）客席内すべてのお席で写真撮影可能です。下記ルールを守って撮影してください。
　　　※ビデオカメラなどを使用しての動画撮影、フラッシュの使用は禁止
　　　※三脚などを使用しての撮影禁止（マスコミ関係など主催者の許可を得ている場合を除く）
（５）新型コロナウイルス感染症対策のため、下記のお願いにご協力ください。
　　　※会場内では必ずマスクを着用し､大きな声での会話や飲食はご遠慮下さい。
　 　　　声援もご遠慮いただき、拍手での応援をお願いします。
　　　※体調不良等、感染の疑いがあるお客様は公演の途中でも退場していただく場合があります｡
　　　※会場内ではスタッフの指示に従って頂きますようご協力をお願いします｡
　　　※「広島コロナお知らせQR」ならびに「COCOA」へのご登録をお願いします。

以上です。どうぞ、最後までごゆっくりお楽しみ下さい。

　平安時代中期(冷泉天皇から円融天皇の御代の頃)、信濃国(現在の長野県)の

戸隠山に紅葉と云う鬼女が住み、手下を引き連れては夜な夜な山を降りて付近の

村 を々襲うとの噂が広まり、村人たちは日々怯えていました。

　秋も半ばの頃、鎮守府将軍、信濃守平維茂が従者を従えて鹿狩りに出かけたと

ころ、戸隠の山中で数人の侍女を従え酒宴を開く美女に出会います。維茂は、麓

への道を尋ねて通りすぎようとしますが、女達は維茂を引き留め、酒宴を共にする

ように誘います。維茂は勧めに応じて盃を重ね、深い眠りに落ちてしまいます。

　女達はそれを見届けると鬼の本性を現わしますが、維茂が日頃より信心している

八幡神の化身する翁が現れ、維茂主従の危難を救います。翁は、女達の正体こ

そが戸隠山の鬼女であることを告げ、神剣を授けます。八幡神の威徳により一命

を救われた維茂は鬼の岩屋へと乗り込み、鬼女の妖術に苦しみながらも、八幡

大神より授かった神剣の神徳に依って、めでたく鬼女たちを成敗する物語です。
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下河内神楽団 〜広島市〜
しも ごう ちか ぐらだん

　下河内神楽団は広島県南西部地域を中心に盛んに舞われております安芸十二神祇神楽を伝承してまいりました。河
内地区での神楽の歴史は、この郷に伝わる古文書によると文政初年頃には氏神様で神楽を奉納したとの記述があり古
くより神楽が行われていたようです。
　従来、社人により奉納されていた神楽が里人へと伝授された江戸時代末期、天保年間に下河内村の里人に神楽が
伝わって180年あまり代々受け継がれてきた伝統の舞です。下河内神楽団では先人の方々 より伝えられた十二神祇神楽
の舞を後世に伝えつつ、我々の代より取り組み始めた芸北神楽、古くて新しい舞の歴史も刻んで行きたいと思っております。

6月29日のタイムスケジュール

出演：下河内神楽団（広島市）

18:00　開場

19:00　団長挨拶

19:05　下河内神楽団『紅葉狩』

（およそ40分）

19：45　終演
※記載の時間は目安です。

　多少前後する場合がございます

　ので、あらかじめご了承ください。


